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研究成果の概要： 
 
東シナ海、西部熱帯太平洋、インド洋に注目して、夏季モンスーン期の降水系について内部構
造、維持過程、その周囲への影響などを調べた。１．東シナ海上における梅雨前線降水系の停
滞機構、２．西部熱帯太平洋域における陸風前線降水系の北進メカニズム、３．東シナ海、西
部熱帯太平洋、インド洋の降水系周辺における観測データが周囲に及ぼす影響の評価、という
主な 3項目について解析を進め、領域毎の降水系の特性を明かにした。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 2,100,000 0 2,100,000 

2007年度 700,000 0 700,000 

2008年度 700,000 210,000 910,000 

総 計 3,500,000 210,000 3,710,000 

 

 

研究分野：数物系科学 

科研費の分科・細目：地球惑星科学・気象・海洋物理・陸水学 

キーワード：モンスーン 降水系 気象学   
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、東アジア域では様々な領域で降水系
の大規模観測が実施されるようになり、デー
タの蓄積とともに領域ごとに降水系の構造
が詳細に示されてきている。それらは互いに
相違点・共通点を持つはずであるが、各領域
の特徴が体系的に比較されるような研究は
あまり取り組まれていなかった。 
 
２．研究の目的 
 ここでは、東アジア域のうち、大規模観測
データの豊富な東シナ海、西部熱帯太平洋、
インド洋を中心として各領域を横断するよ
うな降水系の解析的研究に取り組んだ。領域

毎に降水系の解析を進めるとともに、そのお
互いの相違点・共通点を整理し、また、その
特徴が周囲へ及ぼす影響を評価することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、各対象領域における大規模観測デー
タのアーカイブを行い、ドロップゾンデ、気
象用ドップラーレーダー、各種衛星や客観解
析データを可能なかぎり統一した形式で解
析に用いるようにした。また、それらを用い
た事例的研究の他に、周囲へのインパクトを
評価するために、全球気象モデルに観測デー
タを同化するためのシステムを用いた。この
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システムを用いて、降水系周辺のデータの有
無に伴う結果の差を調べることで、日本周辺
を中心として、各領域の降水系がまわりに及
ぼす影響を客観的に評価することを試みた。 
 
４．研究成果 
 
 東シナ海、西部熱帯太平洋、インド洋に注

目して、夏季モンスーン期の降水系について

内部構造、維持過程、その周囲への影響など

を調べた。まず、東シナ海については、2004

年に実施された観測で取得したゾンデやレ

ーダーのデータをもとに梅雨前線上の降水

系を調べた。通常、梅雨前線は同じ緯度に停

滞する性質があるとされてきたが、実際には

前線が南下していても常に北側に新しい前

線構造を作り出し、その結果あたかも停滞し

ているかのように見えている、というメカニ

ズムもありうることが明らかになり、その結

果をまとめた論文は 2006年度に出版された。 

 一方、西部熱帯太平洋については、ニュー

ギニア島付近で発生して、その後 800kmもの

距離を北進した降水系の北進メカニズムに

ついて調べた。この降水系は、ニューギニア

島から吹く陸風(夜間に陸が海よりも相対的

に冷たく高圧になると陸から海に向かって

吹き出す風)による前線上で形成したが、通

常の陸風は、島の海岸から 800kmも伝播する

ことはない。しかし、島の北側に偏東風波動

とよばれる熱帯域における低気圧が存在し

ているときには、その低気圧の中心に向かっ

て通常よりも強い北向きの風をもたらす力

が働き、その結果 800kmもの長距離北進が可

能になった。この結果に関する論文は、2008

年度に出版された。 
 全球気象モデルにおいて西部熱帯太平洋
域の観測データの有無によるインパクトを
調べた。その結果、この領域の風の場が、梅
雨前線付近の風の場に対して明瞭なインパ
クトを持っていることが分かった（図１）。
このような事実は、これまで長らく間接的に
示唆されてきた日本の気象・気候の理解にお
ける西部熱帯太平洋上の対流系研究の重要
性を改めて直接的に示している。この結果を
まとめた論文は、2007年度に出版された。 
 さらに同様の取り組みをインド洋上で２
００６年に取得された観測データに対して
も適用した。その結果、インド洋上の大気場
が、赤道ケルビン波を通じて西太平洋上の大
気場に対して明瞭なインパクトを持ってい
ることが分かった。特に、その影響は、西太
平洋上で台風が発生・発達する際により強く
現れており、ひいては日本付近の大気場にも
インド洋上での観測の影響が及びうること
が示された。 

 以上のような成果により、東アジアの各地
域で様々な特性を持つ降水系の観測データ
は、それぞれの経路や伝搬過程を経て日本付
近に影響を及ぼしていることが本研究によ
ってまとめることができた。このような知見
は、将来のより効率的・効果的な観測を実施
するための戦略において貢献するものであ
り、一部実際の観測戦略立案に生かす試みも
始めることができた。 
 

 
 

図１ 西部熱帯太平洋上で投下したドロッ

プゾンデ観測の周囲へ及ぼすインパクト(カ

ラー)と高度場(等値線)。緑丸、紫四角、黄

色丸、橙色四角はそれぞれドロップゾンデの

観測点における大気が流された軌跡を表す。

2005年(a)6月 13日、(b)6月 15日、(c)6月

17日の分布。Moteki et al. (2007)：雑誌論

文 5より。 
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